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田中不二 麿の 欧米教育視察 と幼児教育へ の 着 目
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は じ め に

　 明治 9 年 （1876）11月、東京女子 師範学校 内に幼稚園 が

創 設 さ れ、わが 国 の 幼稚 園教育 は本格的 に ス ター．一トした。
こ の 附 属幼稚 園 の 創 設 は 、従 来、文 部 大 輔 田 中不 二 麿 お よ

び東京 女子師範 学校摂 理 中村正 直の尽力 に よる もの で ある

とさ れ て い る が、と りわ け田中は 回顧録 「教育瑣談 1 （『

開国五 十年史 』 所収）の な か で 、 欧 米視察の 際に海外の 幼

稚 園 と くに ア メ リカの 幼稚 園の実況 に接 し、その 有益性を

認 め た こ と が附 属幼稚 園創設 の契機と な っ た と述べ る如 く、
附 属幼稚 園の創設 は欧米視察 によ り幼児教育 の知見 を得 た

田中の 熱 意 に よ っ て 実現 した もの と考え られ る ．しか し、
田中自身は幼稚園創設 に っ き多 くを語 っ て お らず、また そ

れ を裏付ける資料 に も乏 しい こ と か ら、田中が幼稚園創設

に果 た した役割 や 当時の 田中の幼児教育認識 につ い て は不

明確 な ま まとな っ て い る。
　 そ こ で 本稿で は、ま ず 田中が岩倉使節団 に随行 して行 な

っ た最初 の 欧米教 育視 察 の状祝 を概観 し、つ ぎに、その 視

察報 告書で あ る 『理 事 功程s 中の 幼児教育報告の 内容 を田

中 と と も に ア メ リカ 、ヨ
ー

ロ ッ パ 各地 を回 り、 『理 事功 程』

の 草 稿 の
一

部 を もの した 新島襄の 資料 との 比較 を通 じて 再

検討す る。さ ら に 、 帰 国後の 田中の 幼児教育施策の 動向か

ら、こ の 岩 倉使節 団随 行の 意味 にっ い て も考察 す る こ と と

し た い 。

1　 明 治 初年 に お け る 田 中の 欧米教育視察

　 明 治 4 年11月12H （旧暦 ）横浜 を出帆 した岩 倉使節 団は

．一年 有余 に わ た り欧米 各国を歴訪し 、 安政の不 平等条約の

改正 と欧米を範 と す る 国内諸改革 の ため の情報 の収 集に つ

とめ た。文部 省 か らは文部 大丞田中不 二 麿 が理事官 と して　　　　　　　　　　　　　　　ノ
随 行 を 任 じ られ 、随 員 と して 長與 秉継 （専斉 ）、中島永元、
近藤昌綱、今村和郎、内村 良蔵 の 5 名 が任命 さ れ た。
　 田中の 教育視察 の 旅程 とそ の 内容に つ い て は、小林 哲也

氏の 新 島嚢関係 の 新資料 を用い た 詳細 な研究 が ある。そ こ

で以下 で は、それ によ Uなが ら視 察の概要 をみ て み ようe

　田 中はア メ リカ を手始め に、イギ リス 、 フ ラ ンス 、 ス イ

ス 、ロ シ ア、オ ラ ン ダ、デ ン マ
ー

ク、プロ シヤ の 8 ヵ 国の

視察調査 を行 な っ た。薩 員の
．
うち、長與 は医学教 育 を譟題

と し て主 と して プ ロ シ ヤ ・オ ラ ン ダ に学 び 、中島 ・内村 は

イギ リス 、今村 は フ ラ ン ス 、近藤 はプ ロ シ ャ の 教育調査 に

あた っ た とい う。また これ ら随員 の外 に、当時ア メ リカ留

学 中で あ っ た新 島襄 と富 田鐵之助 が通訳 と して ア メ リカ教

育視 察 中の 田 中を助けた。新島 は さ ら に田中に 請われて
．
ヨ

ー
ロ ッ パ に まで 同行 し、田 中のた めに資料 を翻 訳す る など

大 い に カ に な っ た。彼 らは 小 中学校、大 学、師 範学 校 は も

とよ り特殊 教育機 関 や社 会教育機関、社会施設 に まで精 力

的 に 視 察 を行な っ て い る。ア メ リカ とプ ロ シャ の 滞在期間

が もっ と も 長く、そ れ ぞ れ約 4 ヵ月滞在 し、日本 の 教育 改

革 の 参考 とすべ き資料 の 収集 に努め た。と くに ア メ リカで

は教 育局長官 ・イ
ー

トン の 案内で ワ シ ン トン区内の 各種 教

　 嘉 津 美

川 　大 　学 　 ）

　 　　 育施 設 の 見学 を行 な い 、また ペ ン シル バ ニ ア 、コ ネチ カヅ

卜、ニ ュ
ー

ヨ
ー

ク州 の 教育長官等の 人 物 に会 い ア メ リカ教

育 の状 況 を聞き、また 参考 とな る資料を得て い る。教育局

に は しば し ば 訪れ 、教育報告書類 も貰い 受 けた こ と が新島

の 書簡 に はみ え る。幼稚園の 視察につ い て は 『理事功程』

に も報 告が な く、また 新 島等の 資料か ら もそ の 事実 は窺わ

れ ない が、1872 年 当時、アメ リカ の 都市部 に は ジ ヤ
ー

マ ン

・イン グ リ ッ シ ュ
・
ア カ デ ミ

ー
付設の 幼稚 園やピーボディ

創設 の 幼稚園 な ど 中 ・上 流の 子弟の た め の 幼稚園が10余園

設 立 されて お り、田中が教育全般 にわた る幅広 い 教育視察

を企図 して 1＞た こ と や 「教育瑣談」 に お ける 「殊 に米国の

如き は 富豪の 徒之 が為 に資 を没 じて規模の 完備 なる もの甚

だ多 く」 とい っ た記述 か ら考え る と、こ れ ら幼稚園の うち

か な り設 備の 整 っ た 幼稚 園 を見学 した の で は ない か と推察

さ れ る。

且　 『理 事功程 』 の 幼 児教育報告

　 田 中は明治 6 年 （1873）3 月24日に帰国 し、同年 9 月 よ

りその 視 察報 告書 で ある 『理事功程』 を順次上 申した e 幼

児 教育 の 報 告 は イ ギ リス 、ドイ ツ、フ ラ ン ス の 項で み られ

る。う ちフ ラ ン ス の 厂幼稚学校 」 の 記述に は28丁 が あて ら

れ て い る が、こ れ は視 察報 告 で は な く明 治 5 韋 に 公 布 され

た 11学 蹴 」 と の 関係 で フ ラン ス 教育法 規の 完全な蒐集 を意

図 して 訳述 紹介 され たもの で あ っ た。そ こで 以下 で は 、 イ

ギ リス と ドイツ の 幼 児 教育 報 告 にっ い て 検討 して み よ う。
　 まず、イギ リス に っ い て み れ ば 『理 事功程』 巻 ≡ （明治

6 年／2月 ）に 1818 年 ロ ン ドンに 創設 さ れ た 「幼稚学校 」 に

つ い て の 以 下 の よ う な報 告が ある。

　 此学校ニ ハ 三 四 歳 ノ幼稚 其父 母産 業 ノ為 二 終 日側二 在 ラ

　 シ メ養育 ス ル 能ハ サ ル モ ノ ） 童子 ヲ入 レ懇切 ナル 女師 ヲ

　附 ケテ種 々 ノ 才 智 ヲ 増 ス 可キ事物 ヲ 以テ知 ラ ス 覚エ ス 道

　 理 ヲ 悟 ラ シム ル モ ノ ナ リ

これ は労働 者子弟の た め の 保育施設の 紹介 であるが、田中

は こ う した 保 育施 設 を して 「是又大二 普通 学 ノ進 歩ヲ 助 ケ

シモ ノナ リ．1 と評価 し、小学校教育に有益で ある と の 見方

を示 して い る。田 中が こ う した幼児保育施 設を実際 に視察

し た の か ど う か 明 らか で はない が、また岩 倉使節 団に随行

した久 米邦武の 『特命全権大使米欧回覧実記』 （明治U 年 ）

に は、ロ ン ドン に お け る小 学校視察の 際 に実見 した付設の

幼児教育 施設 にっ い ての 記述が あ り、そ こ で久米も 「西 洋

ニ テ 近代 幼穉 ノ学教 二 注意シ 、 務メ テ 人子 ヲ シテ、其天良

ヲ 全 クセ シ ム 」 との 所感 を麦明 して い る。田中の 報告 と久

米の 見聞 は 同
一

の もの ではな い が、い ずれ も西洋 における

幼児教育 の 進展 が以後 の 教育の 進 展 に っ な が る との 見解 を

示 した こ と は注 目 され る。
　 ドイ ツ にっ い て は、『理事功程 』 巻九 （明治 8 年 ！月 ）

に 「
．
幼児養 育所 （クラ似 キン翔、醐一ル、アンスタ舮 ン）」 の紹介 が あ

る。これ は 「学校 ノ 景況 」 と題 する ドイツ教育 の全般的紹

介 の
一

部 で 、 新 島の 手書 きの 原稿 が残 っ て い る こ とか ら 、
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